
 

 

 

 

 

谷根千調査隊の調査実施マニュアル（案） 
 

 

 



作業手順 

                 ※時点は「４月１日掲示」を事例とした目安 

 

 対象地域を６ブロックに分けて、各ブロックを担当する６チームを編成（３年生３人、４年生

３人の計６人） ⇒必要に応じてもう少し細かくグルーピング？ 

 

１ テーマの設定  ～１２月１０日頃 

 東海林ゼミにて案を作成し、エキュートと協議のうえで決定。なお、エキュートから提案を受

けて、東海林ゼミにて案を作成する場合もあり。 

 

２ 施設の抽出（資料調査）  ～１２月下旬まで 

 各チームが、ガイドブックやネット検索による資料調査で、テーマの該当施設をできる限り多

くリストアップし、施設情報等を整理。 

 

３ 現地調査＆説明資料作成 １月初旬～中旬。提出は２０日頃 

 写真撮影を兼ねて、２でリストアップした施設を現地調査し、説明コメント（長めのもの）を

まとめる。 

 この際、現地調査の結果として、設定したテーマと異なる内容の施設、閉店等により利用でき

ない施設、明らかに魅力に乏しい施設（数が多い場合に限る）などを外す作業もあわせて実施す

るが、できるだけ多数の資源を候補として残して現地調査する。 

 また、エキュートに提示して、「適切でない施設」の確認・調整を実施。 

 

４ ランキング評価 １月下旬～２月初旬 

 現地調査により撮影された写真及びコメントを学内で一定期間（１週間程度）掲示し、人気投

票を実施する。また、授業時間を使って、ＰＰでプレゼンも行い。これらの結果をもとにランキ

ング評価を行い、１～１０位までを選抜する。※この作業を行う担当グループを持ち回りで決定。 

 

５ 原稿のとりまとめ ２月中旬 

 ランキング結果を踏まえて上位１０位の施設について、写真、コメント、位置図、解説資料を、

先生と調整しながらとりまとめる。 

 

６ 原稿の提出  ２月下旬 

 上記原稿を提出し、エキュート側とのコメントや写真の調整を実施。 

 

７ 掲載候補施設に対する連絡調整 ２月下旬～ 

 掲載施設に対して、エキュート側が、使用する写真＆コメントを提示して、文書にて了解を得

る。 

 

８ 原稿の完成・掲示 ４月１日 



 作業手順フロー図 

 

     

   掲載観光施設      エキュート      東洋大学東海林ゼミ     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     結果連絡・調整 
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テーマ検討 テーマ検討 

テーマ設定 

資料調査による候補資源の洗い出し 

現地調査による詳細情報の整理、写真撮影 

東洋大におけるランキング評価（投票等） 

掲載原稿案・写真などの調整・とりまとめ 

掲載・コメント内容等の調整 

版下完成・掲示 



グルーピングと担当地域 

 

１ 徳田、三浦、金井、    野城、沖浦、  宮本、佐竹 

２ 吉野、會田、新井、    市島、久保、  下山、玉那覇 

３ 山村、一條、奥川、    井野口、高野、 原田、阪野 

４ 山口、堀江、山田、    大原、関根、  梶間、福原 

５ 河上、上野、岡本、    塚田、松井、  前田、岩田 

６ 坂元、今井、手塚、菅原、 友部、小島、  小林、深尾 

  

７ 金井、新井        平山、松本   山本、樽谷 

８ 奥川、山田        占部、壱岐   大日方、藤次 

９ 岡本、菅原        丹澤、佐藤   小又、前島 

 

 

  ⇒６人は多すぎるので、４人ずつに再編成。 

   来年度から、２年生の秋学期からゼミ配属が決まる可能性あり。 



１ テーマの設定 

 

 当面は、次のテーマが予定されているところ。 

 

・老舗（雑貨類） 

・新しいお店（雑貨類） 

・老舗（お菓子類） 

・新しいお店（お菓子類） 

                 ⇒検討課題：寿司屋などの食べ物屋の調査は困難 

 

 

※参考 

・猫が見られる場所 

・お茶が飲める、一休みできるところ 

・家族で楽しめるところ 

・おじいちゃん、おばあちゃんを連れて行きたいところ 

・そぞろ歩きをしていて楽しい所 

・思わず記念写真を撮りたくなるところ 

・下町の雰囲気があふれているところ 

・下町の雰囲気が味わえる路地裏 

・路地裏にあるユニークなお店 

・その他 

 

 

 

 

★老舗の考え方（エキュート：川村さんより） 

① 創業 40 年程度～が目安で、新興のお店ではなく昔からある下町のお店のイメージ 

②お出かけしたくなるお店中心のセレクト（ex.葬儀場、見学のできない事務所などは除きます） 

③考えられるイメージ参考例 

 ・イメージ①お店がその場所で 40 年程度～営業 ex.初音小路の都せんべい、すし乃池 

 ・イメージ②会社・お店そのものの歴史が長く、谷根千に移転してきた老舗のお店 

  （谷根千で 40 年は経っていなくとも、谷根千に根付いている老舗） ex.いせ辰 

 ・イメージ③建物そのものに歴史があり改装して谷根千に根付いている老舗 ex.串揚げはん亭 



２ 施設の抽出（資料調査）  

 

 各チームが、ガイドブックやネット検索による資料調査で、テーマの該当施設をできる限り多

くリストアップし、施設情報等を整理。 

 

 ⇒漏れを避けるために、２班分（自分の班と近接する地域の班）を調査する方法をとるか？ 

   

 

 

★施設の抽出アウトプットのとりまとめの例 

 

 

 

【エキュート 5 班】 河上、上野、岡本、 塚田、松井、丹澤 
 
団子坂（だんござか） 
場所：文京区千駄木２・３丁目 
由来は、団子を売る店が多い、急で人馬が団子のように転げ落ちるなど

諸説ある。三四郎にも描かれた谷根千の中でも有数の坂であり、藪そば

や、せんべいなどグルメも充実。文学マニアから散歩にも向く坂。 
 
 
 
 
森鴎外記念館（もりおうがいきねんかん） 

〒113-0022  

東京都文京区千駄木 1-23-4 

03-3824-5511 

開館時間 10:00〜18:00（入館は 17:30 まで） 

休館日  第 4 火曜日･年末年始など 

入館料 一般 300 円／中学生以下無料など 

森鴎外の旧居跡に建てられた、鴎外ゆかりの資料が展示されている施設です。明治の大文豪の面

影に触れてみてください。明治の文豪森鴎外が誕生して 150 年目の 2012 年、2008 年より改築の

ため休館しておりました「文京区立本郷図書館鴎外記念室」が、新たに「文京区立森鴎外記念館」

として生まれ変わりました。文京区千駄木は、鴎外がその半生を過ごした地です。記念館が建つ

場所は、鴎外の旧居「観潮楼」の跡地で、鴎外は 1892（明治 25）年から、亡くなる 1922（大正

11）年までここで過ごしました。小説家、戯曲家、評論家、翻訳家、陸軍軍医と、いくつもの顔

をもつ鴎外は、その業績から傑出した才能は明らかですが、文化人たちとの交流からも人間鴎外

の大きさを知ることができます。 

読み、番地、電話番号、開館時間、料金など 
の情報も調べること（現地で再確認！） 

できるだけ詳しく。文章の羅列

でも全く構わない。 

班名とメンバー名を必ず書

くこと 

「位置図」も必ず作成して、

添付すること。 
 





３ 現地調査＆説明資料作成 

 

 写真撮影を兼ねて、２でリストアップした施設を現地調査し、説明コメント（長めのもの）を

まとめる。 

 この際、現地調査の結果として、設定したテーマと異なる内容の施設、閉店等により利用でき

ない施設、明らかに魅力に乏しい施設（数が多い場合に限る）などを外す作業もあわせて実施す

るが、できるだけ多数の資源を候補として残して現地調査する。 

 また、エキュートに提示して、「適切でない施設」の確認・調整を実施。 

 

注意！ 必ずすべての施設を調査すること。自分達で適当に候補から外さないこと。 

 

とにかく、たくさんの写真を撮ること。１か所当たり２０枚以上が目安      

 

★現地調査で行うこと 

 ・施設が現存しており、利用できる状態であることを確認 

 ・利用時間や利用料金に関する情報の確認 

 ・施設の写真撮影 

 ・正確な位置の記録（次頁の図をコピーして使用すること） 

 ・自分達（学生）ならではの「感想やコメント」のとりまとめ 

 

★写真撮影に際しての注意事項 

・全景を撮ること（施設の一部を撮影しても意味がない） 

    
 

・コメント文に適合した写真を撮ること 

   例１ 富士見坂 「富士山が見えることで有名・・」 ⇒富士山の見える方向 

   例２ 異人坂  「坂の上は眺望が開けて綺麗・・」 ⇒坂と眺望方向 

   例３ 汐見坂  「ひなびた雰囲気のところ・・」 ⇒周りの風景も入れる 

 

         
 富士見坂        異人坂（眺望がイマイチ） この玉石が写っていない写真もあった 



・写真のアングルや撮影地点は、他の人の撮った写真を真似ること 

     
 再撮影した写真       最初の写真     ガイドブックの写真 

 

・通行人の顔は判別できないようにすること 

 
 

・自分達を入れても構わないが、人物の大きさ、ポーズに注意 

   

 まぁ、良い感じ         ちょっと大き過ぎる      ポーズが不自然 

 

・逆光写真や暗い写真は不可 

  

 

・斜めに傾いている写真は不可 

 



★現地調査結果のとりまとめの例 

 

 そのまま掲示版に掲示して、ランキング投票ができるようにまとめること 

 （Ａ４に２施設ずつ） 

 

注意：レイアウトは単純に！そうしないと 

   投票結果に誤差が生じるおそれあり。 

 

                                画像は 200×150 程度 

                                ポイント 10.5 

                                 施設名は 12 ポイント 

                                余白 上下左右 20 ミリ 

                                行数等 45 字×50 行 

 
夕焼けだんだん（ゆうやけだんだん） 

 

○東京都荒川区西日暮里 3-13 

○谷中銀座にある階段。階段の上からは、下町情緒があふれる谷中銀座の商店街が一望できます。

ここから見る夕焼けは、なかなかの風情です。 

   

 ※参考 
夕焼けだんだんは長さ 15 メートル、幅 4.4 メートルの緩やかな階段で、美しい夕焼けが望める

ことが坂の名称の由来です。坂上から眺める、綺麗なオレンジ色の夕焼けと谷中銀座商店街の風

景からは、都内にありながら下町情緒が感じられ、階段にはたくさんの猫が集まることもあり、

猫好きな人にオススメの坂の 1 つであるのがこの階段の魅力ポイントであり特徴でもあります。

谷中銀座商店街に通じる石段で休日ともなると観光客で賑わい、商店街には古本屋や雑貨屋など

個性的なお店があり活気で溢れています。 
自分達が夕焼けだんだんの良いと思った点は、実際に足を運んでみて、谷中銀座商店街には個

性的なお店が並んでいてこれぞ下町の商店街といった風情が味わえ、商店街にはたくさんの飲食

店があり食べ歩きを楽しむのにぴったりな場所だと思ったのが良いと思った点として挙げられま

す。下町情緒が感じられる谷中銀座商店街の風情と、この夕焼けだんだんは別名「夕焼けにゃん

にゃん」とも呼ばれていて、階段には野良猫・飼い猫問わず、たくさんの猫がいるのが他の坂と

の違いです。 

おばけ階段 

夕焼けだんだん 

日暮里駅の案内板に掲載する

情報をすべて記載 

写真は数点 

自分達の素直な感想も記載 



４ ランキング評価  

 

 現地調査により撮影された写真及びコメントを学内で一定期間（１週間程度）掲示し、人気投

票を実施する。また、授業時間を使って、ＰＰでプレゼンも行い。これらの結果をもとにランキ

ング評価を行い、１～１０位までを選抜する。 

 

※この作業を行う担当グループを持ち回りで決定。 

 

 

★パワーポイントによるプレゼンの例 

 

 ⇒何が良いのか、もう一度やってから統一ルールを決めましょう！！ 

  とりあえずは、こんな感じでシンプルに。なお、今度から位置もそれぞれに紹介して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 原稿のとりまとめ  

 

 ランキング結果を踏まえて上位１０位の施設について、写真、コメント、位置図、解説資料を、

先生と調整しながらとりまとめる。 

 

 

 

★最終的にとりまとめる資料 

 ・写真２～３点（どうしても絞り切れない場合は４点以上でも可） サイズは１ＭＢ以上。 

 ・施設情報（施設名、読み、住所、利用可能時間、利用料） 

 ・コメント（40 字前後。短か過ぎても、長過ぎても不可） 

 ・解説文（長目のもの。コメントの妥当性や修正等を考える時の検討資料となる） 

 ・位置図（1 位～10 位の施設の 1 枚の地図にマーキング） 

 

 

 

 

＜施設情報、コメントの例＞ 

 

１位 おばけ階段（おばけかいだん） 

○東京都文京区弥生 2丁目 

○登りと下りの段数が違う！という不思議な階段。 

昔は、今よりも薄暗くて狭かったので「幽霊坂」と 

呼ばれることもあったようです。 

 
 
８位 森鴎外記念館（もりおうがいきねんかん） 

〒113-0022  

東京都文京区千駄木 1-23-4 

03-3824-5511 

開館時間 10:00〜18:00（入館は 17:30 まで） 

休館日  第 4 火曜日･年末年始など 

入館料 一般 300 円／中学生以下無料など 

 
 



＜解説文の例＞ 

 
根津にある「おばけ階段」には登る時と降りる時の段数が違うという都市伝説があります。降

りてくる時は 39 段で、登る時は 40 段。段数が異なると言われています。 
昔は周辺に神社仏閣や藩邸が多く暗かったことから、階段のあるあたりは「幽霊坂」と言われた

そうだが、現在では「おばけ階段」と呼ばれている。当然ですが、上り下りで本当に段数が変わ

るはずはありません。一番下の４０段目と道路の段差がほんの僅かしかなく間違えやすくなって

いることが原因です。 
住宅と住宅の間の２，３メートルの狭い階段で静かな住宅街の中にあって雨やくもりだとさら

に雰囲気が増し怖い感じがしました。根津神社から近いもののほとんど人通りはありませんでし

た。 
 

 

 

＜位置図の例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

日経新聞 
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